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評 地や ン な 都 も り ， 1 生 を 
価図 す ケ 6 市か 皆 感化 日 中 お新 
を 第 ぃ l き と え 様謝 の ご し健斗 - 

わ 

い 1 町 ト ち の る も 申 た ろ 上 やあ 
Ⅹ カ や 

た位 」 調づ調 uU 丁 ご し め か げか け た 、 ら ま に ま 
い 県 

ふ 

る 

。 ご め 
協推 迎で     、 え と 

。 い た 、 ま が レ 岡 を 及 の う   
と 

そ う い岡 す ら l 項 ぃ び   
の 大町 頃   、 ズ町 た ふ 

の 
結装」 W 新 ふには だ る 

き さ 

  
、自るさ うれ果に 海 北 の よ「 一 社 聞 「 と 
甘 し 元任の と 然が 心の 

  
屯由 

ん ぃ州 みア に と め よ Ⅰ 舌 び を 

涯 そ と り ま 密送時がば 求ざ 21 
学 れが 講せ若 6 代 、 も め ま 世 

願 

習 が大度ん し た に 大智 ら な 紀 
」 

、つ 

「 切 」 、 ため も 々 様 れ場 を 
だ生 」で昨もの生がの て面間 
と き と 衣 午の活き 社可いで 遁術 の 

    
。 実っか 」 と の そ 

ひで 常た   じ ' 

づあ 清清 つ ま こ 化 さ   

  
ひ 
と 

を 

愛 
  
  

ま 

ち 

を 

愛 
  

一
つ
は
、
 5
 月
初
日
（
上
）
か
ら
Ⅵ
 

日
 
（
日
）
の
 2
 日
間
、
岡
垣
町
主
催
 

「
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
 

イ
ン
 

岡
垣
 」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
 

士 " て 九二Ⅱ ス士 "@ トノて 。 上下心。 " て 九二 イ 手上科七 % Ⅰ @" マ ハコ @ 丁 九二片 

7 % 。 

    

刀
 

土圭テ町 

根
 

長
 
功 

じ
る
 

町
で
 

く
た
 

後
と
 

本
 

 
 カ
カ
 

大
会
 こ

と
な
く
、
町
民
の
皆
様
に
こ
の
 

の
生
活
を
よ
り
満
足
し
て
い
た
だ
 

め
、
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
今
 

も
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
 

年
は
、
近
年
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
 

せ
な
い
テ
ー
マ
の
、
全
国
規
模
の
 

を
ひ
か
え
て
お
り
ま
す
。
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 ナ
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ド
 ナ
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 ド
巨
 ,
 
円
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走
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@
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円
 ・
守
旧
 

@
 円
守
け
 
@
 
Ⅲ
 ナ
い
 @
 
Ⅲ
・
 
ヴ
 巨
由
ナ
け
 

「
 

@
 
Ⅲ
 俺
け
 
@
 
占
 イ
田
 

・
 

・
 
@
 
売
 巨
 ,
 
つ
ド
い
 
@
 
円
 ・
 
ぐ
け
 
@
 円
 
・
 
サ
し
 @
 
り
す
 し
 @
@
.
 

イ
 ・
 
げ
 @
 
円
 」
 
ナ
 Ⅰ
Ⅰ
 @
 
今
し
山
 」
 
ク
 卜
 
・
 *
 
山
 ・
 
今
い
山
 @
 
ナ
 ・
 
甲
 
l
 弓
ナ
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い
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円
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ド
巨
山
 ・
す
し
 

v
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・
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Ⅰ
 し
 
@
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フ
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Ⅱ
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Ⅰ
 
@
 い
 
Ⅰ
」
 
今
し
 

Y
 出
 
@
 
す
 
小
山
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 い
 

ナ
 ・
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Ⅰ
ヲ
い
 
@
 
刊
 
@
 俺
 @
 
け
 
,
@
 ヒ
 
@
 
り
 ・
 
サ
い
 .
 
Ⅲ
 た
 
Ⅰ
 @
 
Ⅱ
・
 
Ⅰ
 
@
 い
 Ⅰ
・
 @
 
Ⅰ
 
し
山
 @
 
今
 い
 

@
 @
@
@
 

す
 
ヒ
 
・
 Ⅲ
今
 に
 
@
 
Ⅱ
今
し
 
@
@
.
@
 

寸
 t
@
@
 

ず
 い
 
@
@
 

 
 

ト
 

 
 

Ⅰ
 
ィ
い
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Ⅲ
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卦
い
 

Ⅰ
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今
け
ナ
 

・
 
已
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@
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ギ
し
 

@
 
・
 
円
 
サ
に
 

@
 
円
ブ
 

イ
 
キ
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ア
ト
 
@
 
引
 
l
 
臣
い
 

Ⅰ
」
 

走
 
寸
 
@
 Ⅲ
 
@
 
俺
 
Ⅰ
 
@
 
ナ
 
」
 
ナ
ト
 

Ⅰ
」
 

ク
け
 

@
 
拙
イ
い
 

Ⅰ
 @
 
い
山
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ク
 
・
 
ド
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ハ
 
・
サ
ド
 

@
 

 
 

  

イ の ら 
一 皆 は 
や機   

ご ま に総にす べて 利用挨拶す ょ 合福 6 ま、 
と う し 祉総通 
ぃ心て 保合 ず 
た か が 健文 る 
し ら た セ 化 も 
ま お だ ン 施の 
す祈 き タ 設が 
n/ @  「 つ Ⅰ   
し も こ サ ま 
ま 元 い ンす 
し 気の り   
て に 里 l 町 
、 過 」 ア 民   

の 

「 大 
住会 
み も 
や成 
す功 
い さ 
灯 せ 
」 
た 

  
「お 
健 り 
康 ま 
」 す     
れ 

  

献 ら 逸見 つ と 質 、 ン 抱か 町催町   

任企 め な て こ 伊 当 ョ え 

お村 き ふ す 

皆道 と な 回 八 人 。 （ Ⅰ 
様 推恩が用 
の進い ら Ⅲ   
ご協 ま ． 、 本 
協議す 今 ㏄     

力 金 。 後宴 伏要 ， サ木 存生一     
のの私の ，紐   
も 福は下心 尹 mT           

と 岡 、 水 撰 雪虫 ， 

、 支 9 道化 り き       

ぜ部 年華 幸 ま が ; 
ひ長 鹿柴㏄ らい を 

こ は か を 意 な る 水   
  

ィや "@ テナ 二 @ デ Ⅰ 二 @ 守 Ⅰ @ ヨ @ テ 九二 @ 宇ヰ Ⅱ ィ " 九二Ⅱ せ丁ヰ 4 千十二 @@ な %@ Ⅰ く : ユ ノ @t@1 も 4 千 " 丸玉Ⅰ ヰニ @ @ テ " Ⅰ 4@" 冷 @ 二 @ て " 十二 @. や睡イ Ⅰ ' 二 @ Ⅰ十二 @ テ " 十二 @ 千 十一ノ テト 4 テや "@@ て や 4 丁 ヰ : り @ モヰ @@ や " ヤ臣イ。 ; 二 " テ 単ヱ 
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学
生
の
皆
さ
ん
、
四
歳
に
 

な
っ
た
ら
国
民
年
金
に
 ! 

 
 
日
本
に
住
ん
で
 い
 る
四
歳
か
ら
㈹
 

蔵
 ま
で
の
す
べ
て
の
人
は
 、
 何
ら
か
 

の
公
的
年
金
制
度
に
加
入
す
る
こ
と
 

に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

学
生
の
皆
さ
ん
も
ん
歳
か
ら
は
 必
 

ず
 国
民
年
金
に
加
入
し
、
保
険
料
の
 

納
付
義
務
が
あ
り
ま
す
。
 

学
生
期
間
中
の
病
気
や
 ケ
ガ
 に
よ
 

る
障
害
に
つ
い
て
も
、
国
民
年
金
に
 

加
入
し
、
保
険
料
が
納
付
さ
れ
て
お
 

れ
ば
、
障
害
の
程
度
に
応
じ
て
障
害
 

基
礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
 

す
。
ま
だ
加
入
の
手
続
き
を
済
ま
せ
 

て
い
な
い
人
は
、
す
ぐ
に
役
場
福
祉
 

課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

却
 歳
か
ら
 弗
 年
間
保
険
料
を
納
め
 

年る 
金こ 

が と 
受に 
け ょ 

0 問い含めせ     も ね り 、 

福祉課年華 捧へ 手漣 
  
老 
齢 
基   礎 

㎝
 
電
 

 
 

 
 

9
 
@
@
 

～
 
で
 

0
 

ま
 

3
 

日
 

8
 

揃
調
 

日
 
 
 
2
 
月
 

口
 

2
 

 
 月
 
2
 

2
 
2
 

町
 
4
 

市
末
 

米
福
 

留
津
 

久
 

 
  
 

 
 

 
 

㏄
 電
 

0
 
1
0
:
 

～
 ま
で
に
 

お
口
 

日
 
8
 
 
一
則
）
 

平
 

（
 
話
 

日
陰
 

㈲
 を
 

月
日
 

 
 

 
 

3
 
8
  
 

町
 
雄
 

3
 

芳
 
市
 
飯
塚
 

8
 
0
 
0
 

L
 

Ⅱ
 

院
 

℡
 

明
 

 
 

問
い
合
わ
せ
福
岡
県
保
健
環
境
 却
 

保
健
保
古
 0
9
2
 １
 6
2
2
 １
 0
7
1
6
 対

象
 

原
爆
被
爆
者
二
世
に
 

で
 受
診
 た
 

対
す
る
健
康
診
断
 

受
診
 料
 
無
料
 
口 健 D@  希原 こ . 
康 望爆 
増 す 被 
遁 る 爆 

課 大著 
老 

    
人 世 

申告会場 
0  北九州市立商工貿易会館 l 階 
10 年 2 月 2  日～ 3 月 16 日 
(9  :00 ～ 16:00)  宕 5  4  1  一 2  1  8  4 

0  北九州市立黒崎消費センター 

10 年 2 月 9  日～ 2 月 10 日 
(10:00 ～ 12:00 、 13:00 ～ 16:00) 

宕 6  4  1 一 9  7  8  2 

0  宗像自治会館 

10 年 2 月 2  日～ 2 月 13 日 
(9  :30 ～ 11:30 、 13:00 ～ 15:00) 

還
付
申
告
セ
ン
タ
ー
を
 

利
用
く
だ
さ
い
 

平
成
 9
 年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
 

告
は
「
 2
 月
仏
日
か
ら
 3
 月
㎎
 口
 」
 

ま
で
で
す
が
、
還
付
申
告
は
 2
 月
 2
 

日
か
ら
受
付
け
ま
す
。
役
場
で
も
受
 

付
を
し
ま
す
が
、
還
付
田
上
ロ
セ
ン
タ
ー
 

も
ぜ
ひ
利
用
願
い
ま
す
。
早
め
に
手
 

続
き
を
し
ま
ず
と
税
金
の
還
付
も
早
 

く
な
り
ま
ず
。
 

宕 (0940)36 一 2008   
重 と親 収 学 
く こ 思に人多   

の生 
  

知 産ん   くの場 ならなのためいまず 負担し カナ し !.f- ミ 、 免 の 除場 
よ親     " 。 て もと " 」口が ム " 含   

資 定家 平   産し屋 @ 
た り る を は   柑 い り 税 、 の 10     

    
祉除て けめ 
課該も 中 ら   
ま肖 ら 請 ㊥給与所得者の 源泉徴収 宗 と 給 

日 年分の法定調書の 提出 

れ保 
で甚う にて 険 与 支払報告 -% 期限は日月日日です。 

⑥退職所得者の 源泉徴収 票 と特 料免 問 お 準に こと よっ いま 別 徴収 票 
正也Ⅹ、 提出漏れがなれように 

⑥報酬・料金・ 契約金と償金の 

支払 調喜 
①不動産の使用料金などの 支払 
調蕾 

問い合わせ 

0 不動産の譲り 受けの対価の 支 若松税務署 
払 調書と、 これらの合計 ト表 宕 7 6 1 一 2 5 3 6   

O 
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外
 と
た
 0
 
㎝
 

ば
 ち
 

づ
だ
 

て
 

は
ン
っ
す
引
 

い
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目
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口
 

づ
や
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O
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o
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o
o
o
o
o
e
e
e
e
 

O
O
O
O
O
O
O
O
0
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身
体
の
障
害
に
よ
 

著
し
い
障
害
の
あ
る
 

医
師
を
派
遣
し
て
審
 

を
行
い
ま
す
。
 

歩
行
困
難
な
ど
の
 

に
 参
加
す
る
こ
と
が
 

0
0
 の
 0
0
O
O
O
O
 0

 日
常
生
活
に
度
身
体
障
害
者
で
、
身
体
的
、
地
理
的
 

的
 

在
宅
の
人
に
 、
 

条
件
な
ど
に
ょ
り
受
診
の
機
会
が
少
 
沙
、
 

査
や
更
生
相
談
な
い
人
は
 、
 中
し
込
ん
で
く
だ
さ
  
 

申
し
込
み
「
 月
 四
日
（
金
）
ま
で
 

た
め
巡
回
相
談
訪
問
時
期
 

2
 月
初
旬
の
予
定
 
定
 

困
難
な
在
宅
垂
問
い
合
わ
せ
役
場
福
祉
課
 へ
 

O
O
O
0
0
 ①
 0
 む
 0
0
O
O
O
O
O
0
0
 
の
 0
0
O
O
 0
0
0
.
 

訪
問
診
 査
 を
行
な
い
ま
す
 

重
度
障
害
を
ち
っ
在
宅
の
人
 [
 

応 12 任をちの レ ⅠⅡ Ⅰ   
て妻   
ち会   

      

3 1 年 ぃ加び 抗日 階こ 午後 会年 10 人 白人     集 

O
 

O
 

ぷ
ぺ
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ウ 異書聖 讐 雲呑日日三 -1 三 11 Ⅰ在宅介護支援センター 呑 三日三 -51 日 7  ● シノりド 一人材センター 呑 三日日 -4B 日日 

の 講話 13 なり 対ち恵 ま周 紀話 
研 座し 歳ビ @  し あ こすに へ を 岡 
修 向上 以 でア 象 てふの   " 語掘垣 

い ㌔ 
サ 

リ コ 
  

l ア     
Ⅰ " 「 " 

  
木一 

で休 

口 口力 く 
  の一 2 
12  た は 月 
日 め建 11     

の 

由郎 罠 H 道 l   
  

  

小早川佳子 

オ lJ 北 い 宗田 と と ， 。 臣 
も 

・Ⅱ ツ り 世運も早 

Ⅰ Ⅰ 

    
ツ 
Ⅰ   Ⅰ 

村田草之助   ェ果 
と
き
 
Ⅲ
 月
 ㎝
 日
 

A
 
 （
古
賀
武
士
・
畠
中
勇
樹
・
安
永
 

と
こ
ろ
町
民
体
育
館
・
 岡
垣
東
 中
情
・
高
山
利
 博
 ・
岡
崎
 敦
 ）
 

｜
 
地
域
対
抗
混
合
パ
レ
ー
 

ポ
ー
ル
大
会
 

（
青
年
の
部
）
結
果
 

と
き
 
Ⅲ
月
花
 日
 

と
こ
ろ
中
間
 市
 南
小
学
校
体
育
館
 

準
優
勝
岡
垣
町
同
好
会
 A
 

3
 
 位
岡
垣
町
同
好
会
 B
 

（
小
学
生
）
 
2
 位
白
雲
錬
成
合
 

A
 
 （
伊
藤
拓
也
・
塩
川
恒
彦
，
畠
中
 

亮
輔
・
高
山
耕
輔
・
 
岩
 九
穀
）
 

（
中
学
生
）
 
2
 位
白
雲
錬
成
合
 

岡
崎
 敦
 

団
体
戦
 

（
男
子
 B ）
優
勝
花
田
実
 
2
 位
 

月
山
善
男
 
3
 位
手
塚
敏
彦
 

へ
女
子
）
 使
勝
 
柴
山
陽
子
 

2
 位
 

中
島
初
枝
 
3
 位
土
屋
幸
恵
 

両
垣
 少
年
 

剣
道
大
会
 

と
き
 
Ⅱ
同
 2
 日
 

と
こ
ろ
 
岡
垣
 W
 氏
 武
道
館
 

個
人
戦
 

（
小
学
男
子
低
学
年
）
 
2
 位
 
伊
 

藤
 拓
也
 
3
 位
塩
川
恒
彦
（
 小
 

学
 男
子
高
学
年
）
 
2
 位
畠
中
男
 

樹
 

（
小
学
女
子
高
学
年
）
優
勝
 

浅
海
 仮
 

（
中
学
男
子
）
 
3
 位
 

と
き
 
Ⅱ
同
 9
 日
 

と
こ
ろ
町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
 

（
男
子
 A ）
健
勝
川
崎
明
人
 
2
 

位
 
三
川
正
一
 
3
 位
岩
崎
公
士
 

遠
賀
 ・
中
間
地
区
 

防
災
協
会
第
 2
 回
 

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ポ
ー
ル
大
会
 

硬
式
テ
ニ
ス
 

シ
ン
グ
ル
ス
大
会
 

・
初
老
の
部
 

優
勝
川
原
正
訓
 

・
婦
人
の
部
 

優
勝
小
林
玲
子
 

体
育
館
 

優
勝
吉
木
シ
ニ
ア
 

準
優
勝
緑
ケ
丘
ラ
ガ
ー
ズ
 A
 

準
優
勝
緑
 ケ
 丘
ラ
ガ
ー
ズ
 B
 

  

O
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